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沖縄諸島に属する渡名喜島 （沖縄県島尻郡渡名
喜村） は，沖縄島の西方約 58 km に位置する面積
3.56 km2 の小島である （Fig.1）．植生は沖縄島と比
較して移入種率が低いとされている （新納，1967）．
丘陵地においては過去にほぼ全域にわたり火入れ
や開墾がなされたため，ほとんどが二次林や代償
植生となっている （沖縄県，1997）．また，島の低
地部では集落や耕作地が広がっており （Fig.2），畑
ではリュウキュウガネブ，モチキビ，サツマイモ，
オクラ，カボチャ，マクワウリおよびニガウリな
ど，多種多様な作物の栽培が行われている．渡名
喜島の昆虫相調査はあまり進んでおらず，まとまっ
た記録は水生昆虫 （青柳，2013） やコガネムシ類の
記録 （井上，2013） があるばかりである．同島にお
けるハムシ類の分布の記録はオキナワクビナガハ
ムシおよびサツマイモヒサゴトビハムシの 2 種の
みであり （小浜，2013；小濱，2018），ハムシ相の
解明度は低い．渡名喜島は沖縄島に比べ面積が小
さく，沖縄島ほどの種数は望めないが，シマグワ，
ノアサガオおよびイヌビワなど沖縄島で普通にみ
られる共通する植物も生えており，沖縄島とある
程度類似したハムシ相であることが予想される． 

今回，筆者が渡名喜島において 2017 年の 4 月下
旬，2018 年の 8 月中旬および 9 月上旬に野外調査
を行なったところ 6 亜科，21 種のハムシ類が得ら
れ，そのうち 5 亜科 19 種が同島未記録であったた
め，ここに報告する．なお，今回の調査で得られ
たハムシ類のうち 17 種は沖縄島との共通種であり，
両島におけるハムシ相の類似性が示唆された．本
報告で使用した標本は重藤が保管している．

また，本稿を草するにあたり，調査に同行して
いただいた山梨県の中村隆太郎，東京農業大学昆
虫学研究室の牧柚希の各氏および （国研） 農研機構
九州沖縄農業研究センター （糸満駐在） の吉武啓博
士，加えて，快く畑を見させていただいた渡名喜
村の方々に厚くお礼申し上げる．

ハムシ科 Chrysomelidae Latreille, 1802
ツツハムシ亜科 Cryptocephalinae Gyllenhal, 1813

1．クロオビツツハムシ Physosmaragdina nigrifrons 
（Hope, 1843）

1 ex., 東海岸，19. IV. 2017，牧採集．
渡名喜島初記録．琉球列島における本種の分布

記録は少なく，これまで，慶留間島，久場島，阿
嘉島，石垣島の 4 島からのみ知られていた．

　
2．キボシツツハムシ Cryptocephalus perelegans Baly, 
1873

6 exs., 渡名喜村集落，20. IV. 2017，重藤採集；1 
ex., 渡名喜村，21. IV. 2017，重藤採集．

渡名喜島初記録．本州から与那国島まで広範
囲に分布している．琉球列島の島々において鞘
翅の斑紋の色彩変異が大きく，研究者によって
は，亜種や変異として扱われている（Chûjô, 1935；
Kimoto, 1974）．

3．ヒロヒゲツツハムシ Diachus auratus（Fabricius，
1801）

1 ex., 渡名喜村集落，19. IV. 2017，重藤採集．

沖縄諸島渡名喜島未記録のハムシ類

重藤裕彬
〒 900–0001　那覇市港町 2–11–1　那覇植物防疫事務所

New Distribution Records of Chrysomelid Beetles （Coleoptera, Chrysomelidae）
from Tonaki-jima Is., the Okinawa Isls., Central Ryukyus, Southwestern Japan

Hiroaki Shigetoh

Summary. New distribution records of Chrysomelid beetles on Tonaki-jima Is. in the Okinawa Isls., central Ryukyus, 
southwestern Japan are reported. In total 21 species in six subfamilies are collected in Tonaki-jima Is., 19 of which are 
new to the fauna of the island: 1）Physosmaragdina nigrifrons, 2）Cryptocephalus peretegans, 3）Diachus auratus, 4）
Acrothinium gaschkevitchii okinawense 5）Abirus fortune, 6）Basilepta hirayamai, 7）Colasposoma auripenne, 8）
Chalcolampra octodecimguttata, 9）Aulacophora indica, 10）Aulacophora lewisii, 11）Aulacophora bicolor, 12）
Morphosphaera coerulea, 13）Phyllotreta striolata, 14）Aphthona albescens, 15）Sphaeroderma quadrimaculatum, 16）
Argopistes coccielliformis, 17）Laccoptera nepalensis, 18）Cassida circumdata, and 19）Thlaspida cribrosa. Many of these 
species inhabits in Okinawa Isls., suggesting a similarity between the two islands in Chrysomelid fauna. 
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渡名喜島初記録．北米原産の種で，日本におけ
る分布記録は少なく，1995 年に沖縄県那覇空港の
敷地内で発見されて以降 （平野，1995），日本では
沖縄本島と宮古島から記録されていた．本種はバ
ヌアツでは豆類の害虫とされているが，我が国に
おいてギンネムを寄主植物とし，今回の調査にお
いても渡名喜村周辺のギンネムから得られた．今
回の報告は，本種の分布域の拡大を示唆しており，

周辺の島々においても調査が必要である．

サルハムシ亜科 Eumolpinae Hope, 1840

4．アカガネサルハムシ沖縄亜種 Acrothinium 
gaschkevitchii okinawense Nakane, 1985

渡名喜島初記録．これまで本亜種は沖縄島から
のみ記録されており，今回の報告は 2 島目の記録

Figs. 1–4．Tonaki-jima Is. –1, A view of the east side from car ferry; 2, Tonaki-son shûraku and cultivated land; 3, Mt. Ufunda; 4, Shrubs 
and grassland area of the northeast of the island. Fig. 5．A. bicolor that hurt leaf of okra. Fig. 6．L. nepalensis that hurt leaf of sweet 
potato.
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となる．本土部ではアカガネサルハムシ基亜種が
ブドウの害虫として扱われているが，沖縄亜種も
同様に畑で栽培されているリュウキュウガネブを
加害していた．

5．ツツサルハムシ Abirus fortunei （Baly, 1861）
1 ex., 大岳山道，19. IV. 2017；5 exs., 渡名喜村，

20. IV. 2017，重藤採集．
渡名喜島初記録．沖永良部島以南の南西諸島に

分布しており，クワの害虫としても扱われている 
（東，1981）．林縁部などのシマグワから得られた．

6．ニセウスイロサルハムシ Basilepta hirayamai 
Chûjô, 1935

2 exs., 大本田，1. IX. 2018，重藤・吉武採集．
渡名喜島初記録．琉球列島に広く分布している．

今回の調査では 2 個体ともシマグワから得られた．

7．オキナワイモサルハムシ Colasposoma viridicoer-
uleum Motschulsky, 1860

1 ex., 大岳山道，19. IV. 2017；2 exs., 渡名喜村集落，
20. IV. 2017；2 exs., 21. IV. 2017；12 exs., 17. VIII. 
2018．重藤採集；16 exs., 1. IX. 2018，重藤・吉武採集．

渡名喜島初記録．トカラ列島から与那国島まで
南西諸島に広く分布している．本種の寄主植物は
ヒルガオ科植物で，サツマイモの害虫としても扱
われており （小濱，2010），今回の調査においても
林縁のノアサガオおよび畑のサツマイモの葉上か
ら得られた．

　
ハムシ亜科 Chrysomelinae Latreille, 1802

8．ハマゴウハムシ Chalcolampra octodecimguttata 
（Fabricius, 1775）

10 exs., 東海岸，19. IV. 2017；1 ex., 東海岸，21.  
IV. 2017；8 exs., 東海岸，17. VIII. 2018，重藤採集．

渡名喜島初記録．南西諸島ではトカラ列島から
西表島まで広く分布しており，近年では，千葉県
などでも発見されている （亀澤，2015）．東側海岸
沿いに密生しているハマゴウから得られた．

　
ヒゲナガハムシ亜科 Galerucinae Latreille, 1802

9．ウリハムシ Aulacophora indica （Gmelin, 1790）
1 ex., 渡名喜村集落，20. IV. 2017；4 exs., 17. VIII.  

2018；3 exs., 1. IX. 2018，重藤採集．
渡名喜島初記録．

10．ヒメクロウリハムシ Aulacophora lewisii Baly, 1866
1 ex., 渡名喜村集落，19. IV. 2017；1 ex., 17. VIII.  

2018；2 ex., 1. IX. 2018，重藤採集．
渡名喜島初記録．

11．フタイロウリハムシ Aulacophora bicolor （Weber, 
1801）

7 exs., 大岳山道，19. IV. 2017；4 exs., 渡名喜村
集 落，20. IV. 2017；5 exs., 渡 名 喜 村 集 落，21. IV. 
2017；5 exs., 渡名喜島集落，17. VIII. 2018；1 ex., 
大岳山道，1. IX. 2018，重藤採集；43 exs., 渡名喜
村集落，1. IX. 2018，重藤・吉武採集．

渡名喜島初記録．奄美大島から与那国島まで広
く分布する．本種はウリ類の害虫としても知られ
ているが，渡名喜島集落内の畑において，ウリ科
作物と比べオクラへの加害が深刻であった（Fig.3）．

12．オキナワイチモンジハムシ Morphosphaera 
coerulea （Schönfeldt, 1890）

10 exs., 大岳山道，19. IV. 2017；3 exs., 渡名喜村
集落，20. IV. 2017；1 ex., 渡名喜村集落，重藤採集．

渡名喜島初記録．本来，屋久島から南西諸島ま
で広く分布しており，近年，千葉県からも発見さ
れた（宮内ら，2014）．イヌビワにて成虫と幼虫が
多くみられた．

　
13．キスジノミハムシ Phyllotreta striolata （Fablicius, 
1803）

17 exs., 渡名喜村集落，20. IV. 2017，重藤採集．
渡名喜島初記録．本種はダイコンやキャベツな

どのアブラナ科植物の害虫として扱われている （日
本応用動物昆虫学会，2006）．

14．オキナワアシナガトビハムシ Aphthona albescens 
（Motschulsky, 1866）

1 ex., 大岳山道，19. IV. 2017，重藤採集．
渡名喜島初記録．日本，中国，台湾，カンボジ

ア，ベトナム，タイ，インドネシアおよびミャン
マーに分布している．我が国においては沖縄本島，
慶良間諸島，宮古島，石垣島および西表島から記
録されている．Takizawa （2011） では，Aphtona ihai 
Chûjô, 1958 を Aphtona opaca Allard, 1889 のシノニ
ムとしているが， Medvedev （2006） では A. opaca は
A. albescens のシノニムとされているため，本報告
では本種の学名を A. albescens とする．

15．ヨツモンタマノミハムシ Sphaeroderma 
quadrimaculatum Chûjô, 1935
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3 exs., 大岳山道，19. IV. 2017；11 exs., 大本田，
17. VIII. 2018；8 exs., 大岳山道，1. IX. 2018，重藤採集．

渡名喜島初記録．九州から西表島にかけて分布
する．山道林縁において多数がみられた．

16．ヘリグロテントウノミハムシ Argopistes 
coccinelliformis Csiki, 1940

1 ex., 大岳山道，17. VIII. 2018；6 exs., 大岳山道，1. 
IX. 2018，重藤採集．

渡名喜島初記録．これまで，沖縄諸島において
は沖縄島および瀬長島からのみ知られていた．今
回の報告は同諸島 3 島目の記録となる．

カメノコハムシ亜科 Cassidinae Gyllenhal, 1813

17．ヨツモンカメノコハムシ Laccoptera nepalensis  
Boheman, 1855

16 exs., 大 岳 山 道，19. IV. 2017；8 exs., 渡 名 喜
村集落，20. IV. 2017；1 ex., 渡名喜村集落，21. IV. 
2017；2 exs., 渡名喜島集落，17. VIII. 2018；2 exs., 
大岳山道，1. IX. 2018，重藤採集；11 exs., 渡名喜村
集落，1. IX. 2018，重藤・吉武採集．

渡名喜島初記録．日本では沖縄以南に分布して
いたが，近年生息域を拡大しており，現在では東
京都から八重山諸島まで広く分布している （今坂・
海老原，1997；山元，2000；今坂・祝，2007；久
保 田，2008； 酒 井 ら，2008； 山 瀬，2011； 竹 内
ら，2012； 佐 野，2014； 越 智・ 吉 富，2016； 雛
倉，2018；小浜，2018；重藤，2017；重藤・嶋本，
2018；Suenaga et al., 2018）．ヒルガオ科植物を寄主
としており，サツマイモの害虫としても扱われて
いる （小川，2003；小濱，2010）．今回得られた個
体はサツマイモや浜周辺のグンバイヒルガオや山
道沿いのヒルガオ科植物から得られた （Fig.4）．

18．タテスジヒメジンガサハムシ Cassida circumdata 
Herbst, 1799

2 exs., 大岳山道，19. IV. 2017；3 exs., 渡名喜村
集 落，20. IV. 2017；1 ex., 渡 名 喜 村 集 落，21. IV. 
2017；1 ex.，渡名喜島集落，17. VIII. 2018，重藤採集；
5 exs., 渡名喜島集落，1. IX. 2018，重藤・吉武採集．

渡名喜島初記録．八丈島，南西諸島の多くの島々，
東南アジアなど広く分布している．ヒルガオ科植
物を寄主植物とし，サツマイモの害虫としても扱
われている （小濱，2010）．道路脇のノアサガオお
よび畑のサツマイモの葉上でよくみられた．

19．イチモンジカメノコハムシ Thlaspida cribrosa 
（Boheman, 1855）

1 ex., 大岳山道，19. IV. 2017；4 exs., 渡名喜村集落，
20. IV. 2017，重藤採集．

渡名喜島初記録．日本および韓国，中国，台湾，
ラオス，インドと世界中に広く分布しており，日
本では本州から南西諸島まで分布している．幼虫，
蛹，成虫の 3 形態が同じ植物上でみられた．
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【短報】ヤツクシヒゲヒラタコメツキの追加記録
ヤツクシヒゲヒラタコメツキOrithales serraticornis 

yatsuensis Kishii, 1966 は長野県八ヶ岳で採集された
1 雌に基づいて新種として記載された種であるが，
現在では旧大陸に分布する種の亜種として扱われ
ている．種小名が示すとおり雄の触角は第 4 節か
ら鋭い鋸歯状をしており他種との区別は容易であ
る．本亜種は，原記載では八ヶ岳の 2,800 m 地点で
採集されたと記されているが，八ヶ岳 （連峰） は周
知のとおり，特定の一峰を指す名前ではなく，山
梨県と長野県に跨る山々 （連峰） の総称で，標高が
2,800 m を超える峰は赤岳 （標高 2,899 m），阿弥陀
岳 （標高 2,805 m），横岳 （標高 2,829 m） の 3 つある
が，実際のところどこで採集されたかは不明であ
る．これまで長野県八ヶ岳（Kishii, 1966），山梨県
鳳凰山（Kishii, 1989；岸井，1989），岐阜県朝日村
御岳山麓（大平・豊嶋，2005）から分布が知られ
ているが，いずれの地でも個体数は少なく，八ヶ
岳連峰での再報はないようである． 筆者は八ヶ岳
連峰と御岳山（長野県側）で採集された標本を検
しているので，新産地として報告する．

調査標本．［長野県佐久穂町麦草峠，標高 2,100–
2,120 m］1 ♀，5．VII．2001，石川豊採集；1 ♀，
15. VII. 2001，石川豊採集；1 ♀，9. VII. 2002，石
川豊採集；1 ♀，20. VII. 2002，石川豊採集；1 ♀，
7. VII. 2004，石川豊採集；1 ♂，12. VII. 2008, 1 ♂，
17. VII. 2008，石川豊採集；1 ♂，14. VII. 2012，有
本久之採集；1 ♂，30. VI. 2018，石澤尚史採集．
［長野県佐久市大河原峠，標高 2,093–2,100 m］

2 ♂♂，30. VI. 2018．有本久之採集（図 1）；1 ♀，
14. VII. 2018，塩崎明生採集（図 2）．［長野県王滝
村 御 岳 山， 田 の 原， 標 高 2,180 m］1 ♀，23. VII. 
2011，伊藤主計採集；2 ♀♀，10. VII. 2012，森康
貴採集．

末筆であるが，貴重な標本を検する機会を与え
て頂いた石川豊，石澤尚史，伊藤主計，塩崎明生，
森康貴の各氏にお礼申し上げる．
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図 1．ヤツクシヒゲヒ
ラタコメツキ　
♂．

図 2．ヤツクシヒゲヒ
ラタコメツキ　
♀．


